
総
務
委
員
会

　

議
案
11
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し
、
市

民
参
加
及
び
協
働
に
関
す
る
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
は
、
原
案
に
対
し
、
策
定
過
程

の
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
人
数
な
ど
市

民
参
加
が
不
十
分
で
あ
る
こ
と
に
対
す
る

見
解
、
自
治
基
本
条
例
と
の
相
違
点
、
実

施
計
画
の
策
定
方
法
お
よ
び
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
、
市
民
参
加
と
協
働
の
推
進
方
法
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
修
正
案
に
対
し
、
市
民
参
加
や

協
働
の
具
体
的
な
手
法
、
住
民
投
票
制
度

を
規
定
し
た
理
由
、
協
働
事
業
の
提
案
に

つ
い
て
他
市
の
事
例
、
市
民
政
策
提
案
制

度
の
提
案
者
数
の
根
拠
と
他
市
の
成
功
事

例
、
条
例
の
見
直
し
条
項
を
あ
え
て
追
加

し
た
理
由
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま

し
た
。

▼
東
京
大
学
大
学
院
農
学
生
命
科
学
研
究

科
附
属
緑
地
植
物
実
験
所
の
存
続
を
求

め
る
請
願　
　
　
　
　
　
　
　

採
択
送
付

保
健
下
水
委
員
会

　

議
案
17
件
、
陳
情
４
件
を
審
査
し
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
設
置
管
理
条
例
の

一
部
改
正
に
つ
い
て
、
健
康
度
測
定
事
業

の
新
設
コ
ー
ス
の
利
用
予
定
者
数
や
利
用

料
金
の
設
定
根
拠
、
既
設
コ
ー
ス
の
料
金

の
増
額
理
由
、
利
用
者
の
実
績
と
今
後
の

見
込
み
な
ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し

た
。

　

ま
た
、
議
員
提
出
の
高
齢
者
孤
独
死
対

策
会
議
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
市

内
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
数
、
他
部
局

常
任
委
員
会

　　

３
月
11
日
に
開
か
れ
、
市
長
提
出
議
案

41
件
、
議
員
提
出
議
案
１
件
、
請
願
４
件
、

陳
情
５
件
を
審
査
し
ま
し
た
。

　

そ
の
結
果
、
市
長
提
出
議
案
41
件
は
可

決
、
議
員
提
出
議
案
の
高
齢
者
孤
独
死
対

策
会
議
設
置
条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
否

決
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、請
願
・
陳
情
は
、採
択
送
付
５
件
、

不
採
択
４
件
と
な
り
ま
し
た
。

　

な
お
、
市
民
参
加
及
び
協
働
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て
は
、
委
員
よ
り
２

件
の
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
否

決
と
な
り
ま
し
た
。
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この市議会だよりは100％再生紙を使用しています

　

表
紙
の
写
真
は
、
若

葉
区
み
つ
わ
台
で
の
映

画
の
撮
影
風
景
で
す
。

　

千
葉
市
に
は
、
都
市

風
景
、
広
が
る
田
園
風

景
、
大
小
さ
ま
ざ
ま
な
公
園
、
学
校
・
病

院
な
ど
の
公
共
施
設
を
初
め
さ
ま
ざ
ま
な

ロ
ケ
資
源
が
あ
り
ま
す
。

　

２
月
に
設
立
し
た
「
ち
ば
し
フ
ィ
ル
ム

コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
」
が
、
映
画
や
ド
ラ
マ
の

撮
影
を
積
極
的
に
誘
致
し
て
、
映
像
を
通

し
て
千
葉
市
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
ま
す
。

　

よ
り
よ
い
紙
面
作
り
の
た
め
、
ご
意
見
・

ご
要
望
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

「
ち
ば
市
議
会
だ
よ
り
」
発
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ
先　

議
会
事
務
局
調
査
課

☎ 

０
４
３
（
２
４
５
）
５
４
７
２

　

３
月
13
日
か
ら
19
日
の
５
日
間
に
17
人

の
議
員
が
、
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
を

行
い
ま
し
た
。
主
な
質
問
項
目
は
次
の
と

お
り
で
す
。

●
団
塊
世
代
へ
の
施
策
に
つ
い
て

●
中
国
製
冷
凍
ギ
ョ
ー
ザ
中
毒
事
件
に
関

す
る
対
応
と
対
策
に
つ
い
て

●
動
物
公
園
に
お
け
る
飼
育
動
物
の
死
亡

事
案
に
つ
い
て

●
学
校
適
正
配
置
に
つ
い
て

●
中
小
企
業
の
育
成
振
興
と
新
事
業
の
創

出
に
つ
い
て

●
安
心
の
医
療
サ
ー
ビ
ス
を
確
保
す
る
た

め
に

●
地
球
温
暖
化
対
策
に
つ
い
て

●
情
報
シ
ス
テ
ム
調
達
の
あ
り
方
に
つ
い
て

●
幕
張
西
、
千
葉
港
地
区
に
お
け
る
マ
ン

シ
ョ
ン
建
設
の
諸
問
題
に
つ
い
て

●
公
会
計
改
革
に
つ
い
て

●
新
港
横
戸
町
線
に
お
け
る
市
民
参
加
と

協
働
の
道
づ
く
り
に
つ
い
て

●
商
店
街
活
性
化
に
つ
い
て

●
千
葉
市
に
お
け
る
ホ
ー
ム
レ
ス
問
題
と

支
援
に
つ
い
て

●
食
育
と
食
文
化
に
つ
い
て

●
財
政
状
況
の
市
民
に
対
す
る
説
明
責
任

に
つ
い
て

●
墓
地
行
政
に
つ
い
て

●
両
市
立
病
院
の
医
師
不
足
へ
の
対
応
に

つ
い
て 一

般

質

問

4

健康づくりのフロアでの健康診断

と
の
連
携
に
よ
る
自
治
会
や
民
生
委
員
の

活
動
を
支
援
す
る
体
制
づ
く
り
の
必
要
性

や
既
存
の
社
会
福
祉
審
議
会
老
人
福
祉
専

門
分
科
会
の
活
用
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り

ま
し
た
。

▼
千
葉
市
立
幕
張
第
二
保
育
所
の
休
止
に
反

対　

早
急
な
安
全
対
策
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

採
択
送
付

▼
「
公
立
保
育
所
の
あ
り
方
（
案
）」
に
つ
い

て
説
明
会
の
実
施
を
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

▼
国
民
健
康
保
険
特
定
健
康
診
査
等
の
実

施
に
あ
た
り
、
誰
も
が
費
用
の
負
担
な

く
安
心
し
て
受
け
ら
れ
る
こ
と
を
求
め

る
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

▼
敬
老
祝
い
金
・
乗
車
券
制
度
の
存
続
を

求
め
る
陳
情　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

環
境
建
設
委
員
会

　

議
案
２
件
を
審
査
し
、
道
路
直
轄
事
業

負
担
金
に
つ
い
て
、
前
年
度
と
今
年
度
の

事
業
費
総
額
、
主
な
工
事
箇
所
の
整
備
見

通
し
や
国
に
対
す
る
負
担
軽
減
の
要
望
状

況
に
つ
い
て
。
ま
た
、
繰
越
明
許
費
に
つ

い
て
、
繰
越
理
由
の
具
体
的
な
事
例
と
期

間
短
縮
に
向
け
た
今
後
の
取
り
組
み
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

経
済
教
育
委
員
会

　

議
案
８
件
、
請
願
１
件
を
審
査
し
、
工

場
立
地
法
地
域
準
則
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
、
地
球
温
暖
化
に
伴
い
、
緑
地
の
必
要

性
が
求
め
ら
れ
る
中
で
の
条
例
制
定
の
理

由
、
本
条
例
に
よ
る
緑
地
減
少
の
見
込
み
、

工
場
の
緑
地
面
積
率
を
定
期
的
に
調
査
し

て
い
く
こ
と
へ
の
見
解
。
条
例
制
定
に
よ

る
企
業
進
出
お
よ
び
税
収
増
の
見
込
み
な

ど
に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
作
草
部
幼
稚
園
の
存
続
を
求
め
る
請
願

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

不
採
択

都
市
消
防
委
員
会

　

議
案
８
件
、
請
願
２
件
、
陳
情
１
件
を

審
査
し
、
市
営
住
宅
宮
野
木
町
第
１
団
地

建
替
工
事
に
つ
い
て
、
六
価
ク
ロ
ム
が
検

出
さ
れ
た
原
因
と
責
任
の
所
在
、
汚
染
土

壌
の
除
却
に
要
す
る
日
数
と
費
用
、
施
工

業
者
へ
の
損
害
賠
償
請
求
の
可
能
性
な
ど

に
つ
い
て
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。

▼
加
曽
利
貝
塚
と
坂
月
川
一
帯
の
森
と
水

辺
を
乱
開
発
か
ら
守
る
請
願  

採
択
送
付

▼
一
日
で
も
早
く
幕
張
駅
に
エ
レ
ベ
ー
タ

ー
の
設
置
を
求
め
る
請
願　
　

採
択
送
付

▼
マ
ン
シ
ョ
ン
建
設
に
当
た
り
周
辺
環
境

悪
化
を
防
ぐ
よ
う
求
め
る
陳
情

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

採
択
送
付

　

な
お
、
次
の
と
お
り
所
管
事
務
調
査
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

保
健
下
水
委
員
会

＊
公
立
保
育
所
の
あ
り
方
（
案
）
に
つ
い
て

＊
中
国
製
冷
凍
餃
子
が
原
因
と
疑
わ
れ
る
健

康
被
害
に
つ
い
て

環
境
建
設
委
員
会

＊
道
路
路
盤
材
の
膨
張
に
起
因
し
た
道
路

の
破
損
に
つ
い
て

経
済
教
育
委
員
会

＊
千
葉
市
民
ゴ
ル
フ
場
の
指
定
管
理
者
の

指
定
に
係
る
議
案
の
撤
回
に
至
る
経
緯

に
つ
い
て

都
市
消
防
委
員
会

＊
加
曽
利
貝
塚
お
よ
び
坂
月
川
周
辺
視
察

＊
市
営
住
宅
宮
野
木
町
第
１
団
地
建
替
工

事
現
場
視
察

都
市
活
性
化
対
策

調
査
特
別
委
員
会

　

３
月
27
日
に
開
か
れ
、
蘇
我
ス
ポ
ー
ツ

公
園
の
整
備
状
況
、
ハ
ー
バ
ー
シ
テ
ィ
蘇

我
、
千
葉
中
央
港
土
地
区
画
整
理
事
業
の

経
緯
な
ど
に
つ
い
て
調
査
し
ま
し
た
。

市長に要望した指摘要望事項
１　財政については、新たな健全化指標も創設されていることから、財政

状況について市民にわかりやすく公表するとともに、さらなる歳入確保
に努めるなど、一層の財政健全化に向けた取り組みを推進されたい。

２　特定優良賃貸住宅事業については、債権放棄に至った原因と責任を明
確にし、引き続き、空き家の解消に努めるとともに、住宅供給公社の健
全なる経営に向け、事業の改善に積極的に取り組まれたい。

３　自転車対策については、市民の利便性及び安全性の向上を図るため、
引き続き、自転車駐車場の効果的な整備促進に努め、あわせて自転車利
用者のマナーの啓発等にも意を用い、放置自転車の解消に取り組まれた
い。

４　両市立病院については、労働環境の改善により、医師不足を解消の上、
患者サービスの向上を図るとともに、一層の経営健全化に努め、安心し
て必要な医療が受けられる体制を構築されたい。

５　ごみ減量の推進については、キャンペーン事業の拡充を行うなど、各
種媒体を活用した幅広いＰＲ活動を積極的に展開し、市民、事業者の意
識啓発を図るとともに、各地域の状況に合わせた効果的な減量・再資源
化施策を展開することにより、より一層のごみ減量に努められたい。

６　市内経済の振興については、中心市街地での積極的な事業展開により、
にぎわいの創出を図るとともに、元気商店街手引書の有効活用などによ
り、地域の活性化につながる商店街づくりを推進し、活力ある千葉市の
創出を図られたい。

予 算 審 査 特 別 委 員 会

委　　員　　長　
宍　倉　清　第一分科会主査

　 同 　 副主査　福　谷　章　子

所管　総務委員会、都市消防委員会、   
　　　環境建設委員会所管中建設局

副　委　員　長　 
近 藤 千 鶴 子第二分科会主査

　 同 　 副主査　 小　関　寿　幸

所管　保健下水委員会、経済教育委員会、
環境建設委員会所管中環境局・水道局

　平成20年度一般会計および特別会計予算議案を審査するため、３月５
日に全議員で構成する予算審査特別委員会（２分科会）を設置し、計５日
間にわたり審査しました。
　３月18日の予算審査特別委員会では、２分科会の審査概要について報
告が行われた後、各会派の意見表明が６人の委員により行われ、採決の結
果、各会計予算を原案どおり可決しました。

委員会の傍聴を開始しました
　常任委員会、調査特別委員会の傍聴ができます。
　議会運営委員会については、請願・陳情の審査時のみ傍
聴できます。
　傍聴者の定員は、各委員会６名です。
　受付は、会議開催予定時刻の30分前から議会棟１階の
傍聴受付カウンターで行います。
　受付開始時点で定員を超えている場合は抽選となります。
　委員会の開催日程は千葉市議会ホームページに掲載しま
す。詳しくは、議事課（０４３−２４５−５４６８）まで。

傍聴のご案内
　平成20年第２回定例会は、６月５日㈭に
開会する予定です。
　代表質疑、一般質問など本会議は、原則
として公開していますので、どなたでも傍
聴できます。第１回定例会では329人の方々
が傍聴に訪れました。傍聴は、本会議の当日、
議会棟１階で受け付けています。
　議会日程は６月２日㈪に決まる予定です。


